







創 立 五 O 周 年 を迎える。
同校ではその記念事
業の一環として、五O年の歩みを綴った記念誌の刊行を平成一九年度から計画しており、平
成 二 O 年 一
月に
は 執 筆
に 着 手 す る た め の 準
備 委 員 会 が 設 立 さ れ た 。
本稿は、その五O年史編纂のため
に行った調査結果の中間報告書
で あ る 。
学 校 設 立 五 O 年 、
一OO年という時期は、これまでを振り
返り、次代





















て い る 学 校 は 少 な い 。
そ の う え 高 等 学 校 の 教 員 は日々の校務
に 追 わ
れているのが現状である。




































え て い る 学 校 も あ る 。
たとえば我々が知りうる高校でいえば、岡山
県 立 岡 山 朝日高等学校
、滋賀県立
彦根東高等学校、新潟県立長岡高













旦 口 同 等 学 校 資 料 館
を 訪 問 す る 機 会
















は 、 寛 文 六 年 ( 一 六 六 六 )
に設立され
た「仮学校」から始まった岡山藩
学 校 の 流 れ を 汲 む 学 校 で あ る 。
廃





と し て 開 設 さ れ た 「 温 知 学 校 」









そ れ 以 前
に は













月 ま で 岡 山 中 学 校 の 校 長 を 務 め て い た 。
岡 山 朝日高 等 学 校




































を 紹 介 す る 作 品 展 を 開 催 。
文芸作品コンクールでは、在校生を対象










』 と い う 定 期 刊 行 物
にも活用されるほか
資料館叢書としても
刊 行 さ れ 、 在 校 生
に 対 す る 教 育 普 及 活
動に
も
役 立 て ら れ て い る 。
岡 山 朝日高等学校
資料館の一連の活動やその成果、最近の特別展







だ が こ う し た 活 動 も そ の 当 初 か ら
順 調
に 運 ん で い た わ け で は な い 。
昭和四九年の

























は同校が 資 料 収 集 を行って い る こ と













た わ ら 資 料 館 の 業 務 を行ってい く こ と は 、 や は り 大 変 で あ る と い う 。そして同校の場合もそうであるが、資料室や資料館のある高等学校は 公 立 学 校
に 多 い た め 、 そ こ





に 私 立 の 付 属 高 等 学 校 で あ る 専 大 松













要 因 の 一 つ
に 、 松 戸 市









い わ ゆ る 高 校 浪
人が発












三 年 当 時 、 高 等 学 校 は 県 立 松 戸 高 等 学 校 の み





こ う し た 状 況 の な か 市 民 か ら も 高 等 学 校 の 新 設 が 強 く 求 め ら れ て
いた。
し か し 、 当 時 の 市 の 財 政 で は そ れ を 賄 う こ と が で き ず 、 市 の
教育政策の面からも見過ごすことのできない状態となっていた。
そ
こ で 当 時 の 松 戸 市
長・石橋与市が舵取り
役となり、市全体が一丸と
な っ て 高 等 学 校 の 誘 致 運 動 を 展
開 。
そ の 結 果 、 松 戸 市 か ら 土 地 一 万
坪 の 提 供 を 受 け る か た ち で 、千葉一区
(千葉市・ 市 川 市 ・船橋市・
松戸市な ど ) 選 出 の 国 会 議 員 で あ っ た 川 島 正 次 郎 が 総 長 を 務 め て いた 専 修 大 学 が そ の 要望
に応え、
松戸の地に専修





科を卒 業 後 、 東 京
日日新聞
(現・毎日新聞社)


























































































































































































































































































































































































































































































委 員 会 ・
クラブ活動などの沿革・現況・展望、創立当初から刊行当







員 会 記 録












に 在 籍 し た





こ と と 思 わ れ る 。
こ れ ら は 創 立 者 ・ 川 島 の 名 を 冠 し た 「 川 島 記 念 室 」
に保存されてお
り 活 用 が 可 能 で あ る 。
川島をはじめ、







かを知ることは、専大松戸の歴史を考えるうえできわめて重要なこと で あ る 。

























































































































































































発 足 し た 「 小 さ な 親 切 」 運 動 本 部













































内 や 学 校 案 内 な ど 様 々 な 資 料 、 そ し て 校 外 か ら 専 大 松 戸 を 見 た 新 聞 、雑誌、映像記録などからも専大松戸の
存 在 を 確 認 で き る も の を 積 極
的に
活 用 す る こ と が 大 切 で あ る 。
専大松戸はこれからもますます成長し、





























『 川 島 正 次 郎
』 (
交友クラブ
『教員
生活七十年
』 (
堀七蔵
一九七四)
『政界一寸先は闇
』 (
黄帆社
一九七二
)
『専修大学松戸高等学校創立
お周年記念誌
』
(専修大学松戸高等学校
『創立十周年記念誌
』 (
専修大学松戸高等学校
一九六九)
『追想森口忠造
』 (
森口忠造先生追想録刊行会
一九八九)
『松戸市史
上巻
』(松戸市役所
一九七一)
一九
八四)
一九六一)
